第６６課　   監獄に閉じ込められたヨセフ　(創40:1～15)
　　信徒になぜ苦難が来るのでしょうか。なぜ大きい苦難に会うのでしょうか。多くの不思議に思っています。
１．ヨセフが受けた苦難
（１）母親の死（創35:16～26）　　　　　 （２）兄たちのねたみ（創37:11）
（３）死をまぬがれる（創37:23,24）　　　（４）奴隷生活（創39:1～6）
（５）監獄生活（創40:1～15）
２．しかし、神様はヨセフと共におられました。いくつかの重要なことを心に刻まなければなりません
（１）母親の死（創35:16～26）　
（２）兄たちのねたみ（創37:12～22）
（３）奴隷生活（創39:1～6）　　　
（４）主人の奥さんの誘惑（創39:7）
（５）復讐心（創39:14）　　　　　
（６）主人の誤解（創39:19）
（７）監獄生活（創40:3）　　　　　
（８）官長たちとの出会い（創40:4）
（９）彼らが夢を見るようになりました（創40:5,6）
（１０）ヨセフの解釈の通り（創40:22）
（１１）献酌官長はヨセフのことを忘れてしまいました（創40:23）
（１２）のちにパロ王が夢を見るようになりました（創41:1～13）
３．悟った教訓と約束
（１）神様はすべての事件を完全に動かしておられます（神様の主権）
（２）神様はすべての人の歩みを知って、導いておられます（聖霊の働き）
（３）神様は契約を正確に成し遂げられます（聖書の権威）
（４）神様は救いの働きをこの世で行われます
（５）契約を持っている者はどこにいても契約が成就されます
